
                                    

 

 
 

 

  

とっさの時に備え救命法学ぶ 

６月１７日、自主防

災会（代表：鴨木秀規

さん）の主催で救急救

命講習会が開催されま

した。会場の交流セン

ターには２５名が集ま

り、消防本部２名の職

員から心臓マッサージ

やＡＥＤの使い方など

を学びました。とっさ

の時にこうした措置をとれば、救命率は各段に高くなります。また

定期的に繰り返し受講するこが大切だと言われています。今回のよ

うな機会に皆さん是非受講するよう努めましょう。 

キレイな環境を守りましょう 

ちょうど一年前のこの時期のこ

とですが、ＪＡ代理所跡の自動販

売機付近に、そこで販売していな

いペットボトルや空き缶、家庭で

溜まった物を入れたビニール袋な

どが大量に捨てられ、散々な状態

になっていました。 

交流センターではＪＡ広瀬支店

や二つの自動販売機メーカーと相

談し、モラルを喚起するための

看板を設置しました。 

今年もジュースなどをたくさ

ん飲む時期になりましたが、そ

うした行為は行わないようにお

願いします。そしてこの場所に

限らず、キレイな環境を守るよ

う皆で考え行動していきたいも

のです。 

中学校生が地域のつながりの大切さを学ぶ 

５月２４日、広瀬中学校の２年生約６０人がふるさと学習で上山佐を訪れました。授業

のテーマは「山佐地区探訪」。生徒たちは山佐ダムの見学をした後、会場を交流センターに

移し Yamasa club が毎年ダムで行っている『山奥の楽しい課外授業』についての講話を

聴きました。 

講師は Yamasa club でスポークスマン役を務める山根純さん。このイベントを開催す

ることになった経緯やそれに対する思い、そして夢灯篭やクリスマス会など他の事業のこ

とも交えながら、「地域の人とのつな

がりを持ち、できる範囲で良いので楽

しみながら地域を元気してこう。」と

話しました。 

その後それぞれの生徒が思い描く、

各出身地域がこうなったら良い、とい

う夢を書きました。 

生徒たちそれぞれが生まれ育った

地域への関心を深めたり、ふるさとを

愛する心の醸成につながる授業だっ

たと感じました。 

 

   上山佐縁日 ７月１５日(日)に開催決定 

 中山間地域コミュニティ再

生会議（会長：加藤英俊さん）

の本年度の主要事業の日程が

決まりました。上山佐縁日が７

月１５日。火祭り（兼：一日マ

ーケット）が１１月１８日の予

定です。詳しくは別途チラシで

お知らせされます。（写真は昨

年の上山佐縁日の様子です） 

                 

  にこにこサロン始まる 

6 月 1９日、今年度のミニディサービス『にこにこサロン』（代表：小林みず江さん）が

始まりました。開講式の後、クロリティ・スカットボールで体を動かしました。そして昼食

はボランティアの方に作っていただいたエンドウご飯、野菜の天ぷら、赤魚の澄まし汁、

サラダ。おしゃべりしながらの楽しい会食となりました。 

午後は広瀬駐在所石和田太一巡査長の講話。「夜間の交通事故は重大な事故になる事があ

る。運転者・歩行者双方が気をつけないといけない。」「振り込め詐欺について、知らない電

話番号には出たり、掛けたりしてはいけな

い。ひとりで判断できないときは家族や友

人そして駐在所へ相談してほしい。」などの

説明があり、参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。 

このミニディサービス、来月以降も実施

しますが、今年度から要支援・要介護の方の

参加も可能となりました。途中入会を希望

される方は、受け入れ態勢の都合もありま

すので、交流センターへご相談ください。

（次回は７月２４日開催予定。内容は行灯

づくりなどです） 
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【お知らせ】 
 「元気な地域づくの会」主催で 7/8(日)朝
7 時 30 分交流センター集合で天馬山の草刈
作業が実施されます。多くの方のご協力を
お願いします。 
 また広瀬駐在所による「出張駐在所」につ
いてしばらく中断されていましたが、7月 24
日午前 9時から 12時まで交流センターで開
設され今後も定期的に開設されます。 
それぞれ詳しくは交流センターにお問い

合わせください。 

上山佐のイメージキャラクター「てんばごん」 



 


